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カナダの⾦融市場動向
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2019年6月11日

カナダ・ドルは、対円で上昇しました。また、
カナダ5年国債利回りは低下しました。

パウエルFRB（⽶国連邦準備制度理事会）議
⻑の発⾔や⽶国の軟調な雇用統計の結果を受け
て、⽶国の利下げ観測が市場で強まったため⽶
ドルが売られました。そのため、対⽶ドルでの
カナダ・ドル⾼の進⾏を背景に、カナダ・ドル
は対円で上昇しています。カナダ⾦利に関して
は⽶国⾦利の低下に連れて、低下しました。

経済指標では雇用統計が発表になっており、
雇用者数の増減、失業率ともに市場予想よりも
強い結果となり、カナダ資産にとってプラスの
材料となりました。失業率に関しては1976年以
降で最も低い数値となっています。

先週の回顧

今週、カナダでは住宅関連の指標が複数発表
される予定になっています。⽶国ではCPI（消
費者物価指数）、小売売上⾼の発表が予定され
ており、市場で強まっている⽶国の利下げ観測
に影響を与えるため結果に注目が集まります。

足元では⽶国の利下げ観測の強まりを背景に
株⾼が進⾏しており、投資家のリスク選好姿勢
が強まっています。また、⽶国がメキシコに対
する追加関税導入を無期限停止したことから、
貿易戦争懸念が後退しているため、カナダ・ド
ルの上昇圧⼒につながることが期待されます。

今週の⾒通し

（出所）Bloomberg等より⼤和投資信託作成

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが⼀致しない場合があります。

カナダ ⾦利推移

（出所）Bloomberg等より⼤和投資信託作成

2019年6月1日 〜 2019年6月7日

カナダ・ドル 為替推移
（2019年5月10日〜2019年6月7日）
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